


③取材を行う（1アクション使用）
　現場マーカーがある所でできます。1アクション使い、事件
カードに書かれている【取材判定】を行います。この【取材
判定】を行っていき、事件カードの取材を進め、記事得点を
多く集めるのがこのゲームの目的です。詳しい判定方法は P5
にて説明します。

④仲間を同行する（1アクション使用）
サポートキャラクターカードに書かれた場所で行えます。1ア
クション使い、【同行判定】を行います。成功するとサポートキャ
ラクターを仲間として同行させることができ、自分のステータ
スを強化できます。詳しい判定方法は P9で説明します。

⑤病院で治療を受ける（1アクション使用）
病院のある武方、卯田原、馬通で行えます。1アクション使い、
武方にある「嵯峨崎総合病院」ならHPか SANを 1点回復、
卯田原にある「卯田原中央病院」ならHPを 1点回復、馬通
にある「アーカム・アサイラム精神病院日本支部」では SAN
を 1点回復することができます。

　手番プレイヤーは 1アクション使うたび、「アクションカウン
トカード」を右回りに回転させ、自分が今何回アクションを使っ
たかを記録します。（裏面は左回りで描かれています。左利き
の方は裏面を使ってください。また「アクションカウントカード」
の代わりに「アクションカウントマーカー」を4つ使ってアクショ
ン数を管理してもいいです。お好みでどうぞ）

　4回アクションが終了したら自分の手番は終了です。左隣の
プレイヤーに「アクションカウントカード」を渡し、次のプレ
イヤーの手番になります。同様に 4アクション行います。
　これをゲーム終了まで全員で繰り返していきます。

　「記事得点」を6点以上獲得したら勝利です。
　誰かが 6点以上獲得した瞬間、ゲーム終了となります。
　「記事得点」は事件カードの内容に沿って取材を行っ
ていくことで獲得することができます。（詳しくは後述）

　「新聞記者奔走記」は各プレイヤーが手番（自分の番）を
行うことで進んでいきます。手番を行う人は「アクションカウ
ントカード」を受け取ってください。
　手番プレイヤーは 1回の手番に 4 回のアクションを行うこと
ができます。どのアクションも1手番中好きな順番で行うこと
ができ、4回のアクションの内なら同じ行動を何回行ってもい
いです。アクションを使用し、できる行動は以下の5種類です。

①移動（1アクション使用）
　1アクション使い、自分のコマをマップボード上の隣接する
地区へ 1歩移動することができます。地図上の太い色線で囲
まれているエリアは「地区」と呼び 1つのマスになっています。
1つの地区に入れるコマやマーカーの数に制限はありません。
1度に何人でも同じ地区に入れます。
　このアクションを使って嵯峨崎の街を移動し、事件が起こっ
ている「現場マーカー」の位置まで移動したりサポートキャラ
クターがいる位置まで移動します。

②駅間移動（2アクション使用）
　マップボード上に赤い駅が書かれている地区（巌室、込会、
武方、渡神、巌疋、久葉、佳守）で 2アクション使うことで、点
線で繋がれている別の地区まで自由に移動することができま
す。駅間移動なら込会から佳守までの移動も2アクションで
行けます。※武方、巌疋には 2つの駅が書かれていますが、
これはデザインです。駅間移動の効果には関係ありません。



　成功数の引き継ぎを覚えておく場合、５か６が出たサイコ
ロは「成功数」として横に避けておくと数えやすいと思います。
（先ほどの例の「1アクション目で失敗した際の５」のように）
　成功数の引き継ぎは同じ手番中なら、後述する「ファンブル」
以外では基本的に無くなりません。つまり難度３の【取材判定】
を４アクションかけてじっくりと成功数を積み重ねていっても
成功となります。逆に手番をまたいでしまうと、成功度の引き
継ぎは無くなってしまいます。気をつけてください。

④「クリティカル」と「ファンブル」
　「新聞記者奔走記」では「クリティカル」と「ファンブル」
があります。基本的に　【判定】を行った際、「６」が 2個以
上出たら「クリティカル」となります。「１」が 2個以上出た
ら「ファンブル」となります。「クリティカル」はとても良い成
功のことで、行動がとても上手くいったことを表し、「ファンブ
ル」は致命的な大失敗を起こしてしまったことを表しています。
　行う【判定】の種類によって「クリティカル」と「ファンブル」
の効果は異なります。また「クリティカル」と「ファンブル」
が同時に起こった場合、ファンブルが優先されます。

⑤【取材判定】での「クリティカル」と「ファンブル」
　【取材判定】では「クリティカル」が出た場合、難度に
関わらずその判定は自動的に「成功」となります。「ファ
ンブル」が出た場合、成功数に関わらず、その判定は「失
敗」となり、引き継ぎしてきた成功数が全て0に戻ります。

■例１：ユウキは【調査】難度３での【取材判定】を行い、１、
４、６、６の目を出しました。この場合、通常なら成功数は
２で判定失敗ですが、６が２個以上出たら「クリティカル」
となるので、難度に関わらず自動的に成功となります。
■例２：ユウキは【調査】難度２での【取材判定】を行い、１、
１、５、５の目を出しました。この場合、通常なら５が２個
出ているので成功数は２で判定成功ですが、１が２個以上出
たら「ファンブル」となるので失敗となります。成功数も０に
戻るので、今出した５の目２つ分の引き継ぎはありません。
■例３：ユウキは【調査】難度３の【取材判定】に挑戦中で、
すでに成功数の引き継ぎが２あります。【取材判定】を行い、
ダイスを振ると１、１、６、６の目が出ました。「クリティカル」
と「ファンブル」が同時に起こった場合は「ファンブル」が優
先となるので、判定は自動的に失敗となり、引き継いできた
成功数２も無くなってしまいました。







　新聞記者キャラクターはそれぞれ固有の特殊技能を持って
います。キャラクターによって異なるので各キャラクターのカー
ドを参照してください。基本的に特殊技能の使用にアクション
は必要ありません。宣言と同時に使用できます。

　ゲーム中、このルールブックに載っていない不測の事態が
起こり、どう処理していいか分からなくなってしまった場合は、
ゲーム進行を妨げないように、その場の全員で相談し、一旦「ハ
ウスルール」（自分たちだけのルール）を決めてゲームを行っ
てください。その後、ルールブックをよく読んで、それでも分
からない部分がある場合は、ルールブックのミスの可能性が
あるので、ぐるあゲームズの公式サイトか、ぐるあハーレーの
ツイッター@gurua_harley にご連絡いただけると幸いです。
↓ぐるあゲームズ公式サイト

http://gurua-games.jimdo.com/

　普通のルールで遊ぶのが飽きてしまった時は、特殊なルー
ルで遊んでみましょう。ここに一例を載せますが、あくまで例
なので他にも面白いルールを考えて遊んで見ましょう。

①死の町、嵯峨崎
　「ダウン状態」になったプレイヤーはゲームから脱落します。
記事得点を6点取るか、最後まで生き残った新聞記者の勝利
です。通常、「ダウン状態」になった新聞記者キャラクターは
次のターンからまた普通に行動できますが、死んでしまうとな
れば、もう少し慎重に行動しなければならないでしょう。

②オリジナルキャラクター作成ルール
　P13 に記載しているオリジナルキャラクター作成ルールを
使って、自分だけのキャラクターを作って遊びます。元からい
るキャラクターと混ぜてもいいし、作れるなら新聞記者もサ
ポートキャラも全部作れば、全く違うゲームになるでしょう。
ただ、このゲームを始めてプレイするプレイヤーがいる場合
は、一番初めは元々のキャラだけでプレイしましょう。「自分
だけオリジナルでずるい」って言われます。

③事件カードを指定する
　事件カードを全部混ぜず、特定の事件カードだけ選んでプ


